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Giulio	Gattinoni によって 1890 年に『日本口語文典』、1908 年には『日本語講座』
がヴェネツィアで刊行されている。1911 年に、Pietro	Rivetta はヴェネツィア
で『日本語話し言葉の文法』を出したが、それには会話の例文・練習問題と小







































である（2011 年 11 月現在の登録人数）。
　イタリアの大学制度に基づいて、学士（B.A.）は 3 年、修士（M.A.）は 2
年で取得できる。学士講座は Languages, Cultures and Societies of Asia and North 
Africa（アジア・北アフリカの言語・文化・社会研究）といい、学生数は 2066












































を結んでいる日本の大学は 10 校、語学留学のための学校は 17 校、毎年少なく
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とも 150 人の学生を日本に留学させている。以下は協定を結んでいる主な大学
である（早稲田大学・慶應義塾大学・東京外国語大学・立命館大学・上智大学・法
政大学・明治大学。学科間では、国学院大学・神奈川大学・筑波大学）。
課題
　今後も今の日本・日本語ブームが衰えないと予測すると、より一層学習者の
要望や期待に適切に応える研究環境を作り上げることが緊急の課題になってい
る。今のイタリアの経済情勢では、学習者の増加に見合った教員の数を確保で
きない状況にあるが、今後どのように学生に質の高い教育を提供するかは避け
られない課題である。イタリアの大学制度において、定員制度は特別の場合に
しか認められておらず、現在実施するのは不可能である。非常勤講師を雇った
り、視聴覚教材を大量に利用したりするなどして対処しているのが現状である。
　また、今まで行ってきたような伝統的科目に集中する教育から転換し、学生
が興味を持つ科目を導入するには、研究環境を改める必要がある。現代日本社
会・経済・文化・政治問題なども視野に入れて、より適切に広範囲な分野から
日本を紹介すべきである。最近では、言語・文学・歴史・美術・宗教という伝
統的な科目以外にも新しい科目が設けられ、「アジア・北アフリカ学科」以外
の専門家に非常勤講師として担当していただいているが、将来はやはり新しい
分野の専門家が学科内で育つのが望ましい。
